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三井情報株式会社 

三井情報、操業データ活用ソリューション 

「dataPARC」の国内提供を開始 
- 操業データを一元集約し、安定操業と運用判断の高度化に寄与 - 

 

三井情報株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：真野 雄司、以下 三井情報）は、フォイトターボ株式会社

（本社：独国、以下 フォイトターボ）とパートナー契約を締結し、発電所や製造プラント向け操業データ一元化・可視化

ソリューション「dataPARC」の提供を 2026 年 4 月より開始しました。dataPARC は、設備やセンサーから取得される大

量の時系列データをリアルタイムに収集・可視化し、現場での迅速な状況把握とデータ活用を可能にするソリューショ

ンです。三井情報は dataPARC の提供を通じて、電力・石油・ガス・製造業等のプラントや大規模設備を保有するお客

様に対し、現場データのリアルタイムな一元集約と利活用を支援し、生産性向上や意思決定の迅速化に貢献します。 

 

◼︎背景 

 発電所やガス・化学などの産業プラントでは、安定かつ効率的な操業が日々求められています。こうした背景から、

設備やセンサーから取得されるデータは近年急速に増加しています。一方で、温度や圧力、流量といった秒単位で変

動する運転データを取得しようとしても、メーカーや世代の異なる設備や各種センサーが混在していることからデータ

が散在し、十分に活用できていないのが実状です。その結果、設備全体の状況把握や、トラブル発生時の原因特定

に時間を要することが課題となっています。  

さらに、現場の人手不足が深刻化する中、限られた人員で設備状況をリアルタイムに把握し、迅速に判断できるデ

ータ基盤の構築が重要となっています。  

このような状況を踏まえて、三井情報は、操業データの活用を通じて、プラント事業者が設備状況を横断的に把握

し、異常時の対応や運用上の判断を迅速に行える環境を提供するため、フォイトターボとパートナー契約を締結しまし

た。 

◼︎dataPARC の特長 

① 多様なメーカー・形式の設備データを一元的に集約・可視化 

発電所や製造プラントにおいて、メーカーや形式の異なるさまざまな設備・センサーから取得されるデータを一元

的に集約・可視化できます。既存の設備構成を生かしながら、現場に点在するデータをまとめて把握することが

可能です。 

② 大量データを高速に処理し、現場でのスムーズなデータ活用を実現 

dataPARC は、設備やセンサーから取得される一秒単位で変化する大量の時系列データを高速に集積・処理

し、リアルタイムに可視化することが可能です。膨大なデータ量であっても、現場での業務を妨げることなく設備

の状態を継続的に把握・分析できるため、異常の兆候把握や運用判断を迅速に行うことができます。 

 

■三井情報の強み 

  三井情報は 10 年以上にわたり、発電所や製造プラントをはじめとする産業分野において、操業データプラットフォ

ームの導入から運用・利活用までを一貫して支援してきました。DCS(*1)や PLC(*2)、各種センサーが混在する環境

におけるデータ活用を数多く支援してきた経験を生かし、dataPARC の提供を通じてお客様の状況に応じた導入・技

術支援、さらには生成 AI 時代のデータ利活用に向けた支援を行ってまいります。 

 

■今後の取り組みについて 

三井情報は、操業データの一元集約・可視化を起点として、全社横断的なデータ活用基盤の構築を支援してまいり

ます。さらに、集約した操業データを活用することで、原因分析や運用改善につなげられる環境を整備し、システムの



 

導入・運用にとどまらないデータ活用を設計・運用の観点から継続的に支援してまいります。 

  

■dataPARC Director of Partner and Product Strategy の Jones 様のコメント 

 三井情報とのパートナー契約を締結できたことを大変うれしく思います。三井情報が有する三井グループをはじめと

するエンタープライズ領域、ならびに製造業のお客様との強固なネットワークは、日本市場における dataPARC の展

開を大きく加速するものと期待しています。 

  さらに、三井情報がデータ利活用の設計・導入・運用までを伴走支援することで、より多くのお客様の操業データの

活用が推進され、結果として生産の効率化や意思決定の高度化につながると考えています。これにより、日本市場に

おける dataPARC の活用拡大と市場形成が一層進むことを期待しています。 

 

(*1) DCS（Distributed Control System：分散制御システム）とは、発電所やプラントにおいて、温度・圧力・流量などのプロセスを安定的に

制御・監視するための制御システムです。 

(*2) PLC（Programmable Logic Controller：プログラマブルロジックコントローラ）とは、装置や設備の動作を自動制御するための産業用制

御装置で、各種センサーや機器と接続され、現場制御を担います。 

以上 

 

【関連ページ】 

dataPARC 製品ページ： https://www.mki.co.jp/solution/product/dataparc/ 

 

【フォイトターボについて】 
Voith Group の一員であるフォイトターボは、製造業の効率改善、製品品質向上、オペレーション意思決定を支援
する産業プロセスデータ分析・可視化ソフトウェアを提供しています。1997 年に設立され、パルプ・製紙、石油・ガ
ス、化学、電力・ユーティリティ、鉱業、食品・飲料など、世界中のプロセス産業に対し、データヒストリアン管理、リ
アルタイム分析、エンタープライズレベルのプロセス監視のための包括的なプラットフォームを提供しています。  

ホームページ： https://www.dataparc.com/ja/ 
 
【三井情報株式会社について】  
三井情報株式会社（MKI）は、『ナレッジでつなぐ、未来をつくる』をパーパスに掲げ、 ICT を基軸とした事業を通じ
て、社会やお客様の課題解決に取り組んでいます。第八次中期経営計画においては、「進化」と「コラボレーショ
ン」を通じて「残すに値する未来」を築くことをあり姿とし、これまで培ってきた技術や知見を活かしながら、ステーク
ホルダーと共に新たな価値の創出に取り組んでいます。  
 
ホームページ： https://www.mki.co.jp/  

※三井情報、MKI 及びロゴは三井情報株式会社の商標または登録商標です。 

※本リリースに記載されているその他の社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

【報道関係者からのお問い合わせ先】 

三井情報株式会社 

広報・ブランディング推進室 

TEL : 03-6376-1008 

E-mail : press-dg@mki.co.jp 

【本製品サービスに関するお問い合わせ先】 

三井情報株式会社 

NEXT1営業本部 DX第一営業部 第一営業室  

E-mail : em-sales-dept-dg@mki.co.jp 
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